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In order to grasp the actual condition of foundries in Mie prefecture and to improve research and technical support

of us about casting, this paper explored the actual condition for all iron foundries located in the prefecture. As a

result of exploration, the quantity of production of the foundries was decreasing greatly in these ten years. The

severe present condition of the foundries became clear from this situation. For development of the foundries, it is

considered to be necessity to develop a new product. In addition, the measure to rejects became clear as the

present technical subject of foundries.
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１．はじめに

本県の銑鉄鋳物業界は，長引く景気の低迷の上

に，生産拠点の海外への進出による安価な海外製

品との価格競争など非常に厳しい状況におかれて

いる．

このような状況の中，三重県科学技術振興セン

ター工業研究部では，三重県における鋳物工業の

実態を把握し，今後の鋳造に関する研究・技術支

援業務の参考資料とするために，県内に立地する

すべての銑鉄鋳物工場を対象に実態調査を実施

し，調査報告書「三重県の鋳物工業」 を作成し１）

たので，その一部を以下に報告する．

２．調査方法

調査方法は，工業研究部職員が工場に出向き，

経営者又は技術担当者から直接ヒヤリングを行う

方法により実施した．

調査工場は，当研究室が把握している県内で銑

鉄鋳物を製造しているすべての工場 工場につ69

いて調査対象とした．銑鉄鋳物工場に関する調査

は，昭和 年に実施して以来，数年おきに実施36
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してきており，前回の調査は平成 年に実施し5

ている．調査を開始して以来，大企業の大規模鋳

造工場は調査対象から外し，中小銑鉄鋳物工業の

調査として実施してきた．そこで，大規模鋳造工

場 工場については，調査は実施したが，集計3

からは除外した．なお，大規模鋳造工場の生産量

は，約 トン／月で，県内における全生産量4,500

（ トン／月）の ％弱を占めていた．15,000 30

調査期間は，平成 年度後半から平成 年14 15

度にかけて調査した．なお，当研究室が把握でき

ていない鋳物工場が ～ はあるものと思われ2 3

る．

３．概況

， ，工場数 従業員数及び月間生産量の推移を図1

図2，図3に示す．

工場数は，昭和 年頃の約 工場をピーク45 240

にしだいに減少している．また，従業員数は，昭

和38年頃が一番多く，約 人いたが，その後6,000

徐々に減少して，今回の調査では 人であっ1,517

た．月間生産量は前回の調査の平成 年頃まで5

増加していたが，今回の調査では， トン10,760

／月で，前回調査に比べて半減している．










